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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

平成20年度
第１四半期連結
累計(会計)期間

平成19年度

(自 平成20年 
 　４月１日
至 平成20年
　  ６月30日)

(自 平成19年 
　 ４月１日
至 平成20年
　  ３月31日)

経常収益 百万円 38,402 185,291

　うち信託報酬 百万円 30 145

経常利益 百万円 9,490 37,606

四半期純利益 百万円 5,636 ―

当期純利益 百万円 ― 21,679

純資産額 百万円 295,675 291,867

総資産額 百万円 6,204,8206,077,011

１株当たり純資産額 円 425.11 419.37

１株当たり四半期純利益
金額

円 9.03 ―

１株当たり当期純利益
金額

円 ― 34.73

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益
金額

円 ─ ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益
金額

円 ― ─

自己資本比率 ％ 4.2 4.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

百万円 209,916△202,881

投資活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △251,948 302,086

財務活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △2,114 △8,613

現金及び現金同等物
の四半期末(期末)残高

百万円 139,200 183,289

従業員数 人 3,481 3,003

信託財産額 百万円 39,603 33,670

(注) １　当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２　１株当たり情報の算定上の基礎は、「第５　経理の状況」中、「１　四半期連結財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないことから記載しており

ません。

３　信託財産額は、「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務に係るものを記載しておりま

す。なお、連結会社のうち、該当する信託業務を営む会社は提出会社１社です。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容につ

いては、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における従業員数

平成20年６月30日現在

従業員数(人)
3,481 
[1,283]

(注)　１　従業員数は、連結会社以外への出向者 201人を除く就業人員であり、嘱託及び従業員換算後の臨時従業員

 1,293人を含んでおりません。

 ２　臨時従業員数は、[　]内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外書きで記載しております。

　

(2) 当行の従業員数

平成20年６月30日現在

従業員数(人)
3,226 
[1,158]

(注)　１　従業員数は、出向者 275人を除く就業人員であり、嘱託及び従業員換算後の臨時従業員 1,168人を含んでおり

ません。

 ２　臨時従業員数は、[　]内に当第１四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。

　

　

EDINET提出書類

株式会社広島銀行(E03585)

四半期報告書

 3/29



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

「生産、受注及び販売の状況」は、銀行業における業務の特殊性のため、該当する情報がないので記載し

ておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　該当ありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

連結経営成績につきましては、経常収益は、384億２百万円となりました。一方、経常費用は、289億11百

万円となりました。この結果、経常利益は、94億90百万円、四半期純利益は、56億36百万円となりました。

連結財政状態につきましては、貸出金は、事業性貸出金及び個人ローンの増加を主因に前連結会計年度

末比 204億円増加し、４兆3,569億円となりました。預金等(譲渡性預金を含む）は、個人預金の増加を主

因に前連結会計年度末比 1,060億円増加し、５兆4,152億円となりました。有価証券は、国債の増加を主因

に前連結会計年度末比 2,567億円増加し、１兆4,376億円となりました。
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国内・海外別収支

資金運用収支は、23,321百万円となりました。

役務取引等収支は、4,417百万円となりました。

　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 23,064 257 ─ 23,321

　うち資金運用収益
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 29,352 371 371 29,351

　うち資金調達費用
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 6,287 114 371 6,030

信託報酬
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 30 ─ ─ 30

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 4,830 △16 396 4,417

　うち役務取引等
　収益

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 6,952 ─ 412 6,540

　うち役務取引等
　費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 2,122 16 16 2,122

特定取引収支
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 157 ─ ─ 157

　うち特定取引収益
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 157 ─ ─ 157

　うち特定取引費用
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ─ ─ ─ ─

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 △5 △0 ─ △5

　うちその他業務
　収益

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 1,065 ─ ─ 1,065

　うちその他業務
　費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 1,070 0 ─ 1,070

(注) １　「国内」とは、当行及び国内に本店を有する(連結)子会社(以下「国内(連結)子会社」という。)であります。

２　「海外」とは、海外に本店を有する(連結)子会社(以下「海外(連結)子会社」という。)であります。

３　「相殺消去額」とは、連結会社間に係る相殺消去額であります。
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国内・海外別役務取引の状況

役務取引等収益は、6,540百万円となりました。

役務取引等費用は、2,122百万円となりました。

　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 6,952 ─ 412 6,540

　うち預金・貸出
　業務

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 1,014 ─ ─ 1,014

　うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 2,119 ─ ─ 2,119

　うち信託関連業務
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 3 ─ ─ 3

　うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 34 ─ ─ 34

　うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 148 ─ ─ 148

　うち保護預り
　・貸金庫業務

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 259 ─ ─ 259

　うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 131 ─ 16 115

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 2,122 16 16 2,122

　うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 643 ─ ─ 643

(注) １　「国内」とは、当行及び国内(連結)子会社であります。

２　「海外」とは、海外(連結)子会社であります。

３　「相殺消去額」とは、連結会社間に係る相殺消去額であります。
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国内・海外特定取引の状況

特定取引収益は、157百万円となりました。

　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

特定取引収益
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 157 ― ― 157

　うち商品有価
　証券収益

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 43 ― ― 43

　うち特定取引
　有価証券収益

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

　うち特定金融
　派生商品収益

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 113 ─ ─ 113

　うちその他の
　特定取引収益

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ─ ─

特定取引費用
前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

　うち商品有価
　証券費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

　うち特定取引
　有価証券費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

　うち特定金融
　派生商品費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

　うちその他の
　特定取引費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

(注) １　「国内」とは、当行及び国内(連結)子会社であります。

２　「海外」とは、海外(連結)子会社であります。

３　「相殺消去額」とは、連結会社間に係る相殺消去額であります。
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国内・海外別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第１四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結会計期間 5,219,116 3 1,003 5,218,116

　うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結会計期間 2,865,345 ― 999 2,864,346

　うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結会計期間 2,128,347 ― ― 2,128,347

　うちその他
前第１四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結会計期間 225,423 3 3 225,423

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結会計期間 197,252 ― 130 197,122

総合計
前第１四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結会計期間 5,416,368 3 1,133 5,415,239

(注) １　「国内」とは、当行及び国内(連結)子会社であります。

２　「海外」とは、海外(連結)子会社であります。

３　「相殺消去額」とは、連結会社間に係る相殺消去額であります。

４　流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

５　定期性預金＝定期預金＋定期積金
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国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(残高・構成比)

　

業種別
平成20年６月30日

貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

4,344,994100.00

　製造業 741,169 17.06

　農業 2,779 0.06

　林業 370 0.01

　漁業 1,074 0.02

　鉱業 776 0.02

　建設業 171,849 3.96

　電気・ガス・熱供給・水道業 50,965 1.17

　情報通信業 38,878 0.89

　運輸業 190,667 4.39

　卸売業 302,977 6.97

　小売業 248,837 5.73

  金融・保険業 325,332 7.49

　不動産業 542,374 12.48

　各種サービス業 477,024 10.98

　地方公共団体 186,215 4.29

　その他 1,063,69824.48

海外及び特別国際金融取引勘定分 12,000 100.00

　政府等 ─ ─

　金融機関 3,000 25.00

　その他 9,000 75.00

合計 4,356,994 ―

(注) １　「国内」とは、当行及び国内(連結)子会社であります。

２　「海外」とは、海外(連結)子会社であります。
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「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務の状況

連結会社のうち、「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づき信託業務を営む会社は提

出会社１社です。
　

信託財産の運用／受入状況（信託財産残高表）

資産

科目

当第１四半期連結会計期間
（平成20年６月30日）

前連結会計年度
（平成20年３月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

信託受益権 38,632 97.55 32,669 97.03

有形固定資産 903 2.28 903 2.68

銀行勘定貸 67 0.17 98 0.29

現金預け金 0 0.00 0 0.00

合計 39,603 100.00 33,670 100.00

　

負債

科目

当第１四半期連結会計期間
（平成20年６月30日）

前連結会計年度
（平成20年３月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

金銭信託 38,603 97.48 32,681 97.06

包括信託 999 2.52 989 2.94

合計 39,603 100.00 33,670 100.00

(注)　元本補てん契約のある信託については、当第１四半期連結会計期間及び前連結会計年度の取扱残高はありません。
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(2) キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローが 2,099億円、投資活

動によるキャッシュ・フローが △2,519億円、財務活動によるキャッシュ・フローが △21億円となりま

したことから、現金及び現金同等物の四半期末残高は 1,392億円となりました。

　

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当行は、平成19年度から計画期間３ヵ年の中期計画＜SPIRITS＞をスタートさせ、「日本一お客さま

を大切にする、中四国No.１のハイクオリティバンクを目指そう」というスローガンのもと、取引基盤

の拡大とさらなる収益力の強化に向けた施策を強力に展開しております。

平成20年度第１四半期の当行業績は、サブプライムローン問題の影響を受けた内外の金融・資本市

場の不安定化により、預り資産関連をはじめとする役務取引利益等が伸び悩んだことから、コア業務純

益、四半期純利益ともに前年同期を下回りました。

今後は、引き続き、円滑な資金の仲介機能を果たすことに加え、当行グループの総合力を発揮し、幅広

くお客さまのニーズに対応した最高品質の価値ある金融サービスを積極的かつスピーディに提供する

ことで、平成20年度の利益計画を確実に達成するとともに、中期計画＜SPIRITS＞ 最終年度である平成

21年度に向け、着実な足場固めをしてまいりたいと考えております。

加えて、コンプライアンスを引き続き経営の最重要課題の一つと位置付け、役職員一丸となってさら

なる態勢強化に努めるとともに、金融犯罪の未然防止、説明義務の徹底など、お客さま保護への取組み

を強化してまいります。

　さらに、当行は平成20年11月29日に創業130周年を迎えます。

地域のお客さまに対する感謝の気持ちを新たに、地域社会の一員として、本業を通じた地域経済への

貢献を主軸とする中で、環境保全や社会貢献といったCSR活動にも積極的に取り組み、地域社会との強

い信頼関係で結ばれ、まっ先に相談される「ファースト・コール・バンク」となりますよう着実に歩

みを進めてまいりたいと考えております。

　

EDINET提出書類

株式会社広島銀行(E03585)

四半期報告書

11/29



第３ 【設備の状況】

 １ 【主要な設備の状況】

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

 ２ 【設備の新設、除却等の計画】

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,000,000,000

計 2,000,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 625,266,342同左
東京証券取引所
市場第一部

株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

計 625,266,342同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当ありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当ありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

─ 625,266 ─ 54,573,789 ─ 30,634,730

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、実質株主が把握できず、記載すること

ができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
 普通株式   　1,203,000

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式（相互保有株式）

 普通株式　   　 23,000　　
　　

―

完全議決権株式(その他)
 普通株式 　619,824,000　
　　　

619,824 同上

単元未満株式
 普通株式 　  4,216,342　
　　　

― 同上

発行済株式総数
        　  625,266,342　
　　　

― ―

総株主の議決権 ― 619,824 ―

(注)　１ 上記の「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が、81千株含まれており

ます。また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が、81個含まれておりま

す。

 ２ 上記の「単元未満株式」の欄には、当行所有の自己株式 988株を含んでおります。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 株式会社広島銀行

広島市中区紙屋町一丁目
３番８号

1,203,000─ 1,203,0000.19

（相互保有株式）
 ひろぎんウツミ屋証券
 株式会社（注）

広島市中区立町２番30号 23,000 ─ 23,000 0.00

計 ― 1,226,000─ 1,226,0000.19

(注)　顧客の一般信用取引に係る本担保株券であります。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 577 580 545

最低(円) 476 503 460

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はあり

ません。
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第５ 【経理の状況】

１　当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債

の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

　

２　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)は、四半期連結財務諸表の作成

初年度であるため、前第１四半期連結累計期間との対比は行っておりません。

　

３　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)の四半期連結財務諸表は金融商

品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、あずさ監査法人の四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間
(平成20年６月30日)

前連結会計年度に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

現金預け金 140,669 183,704

コールローン及び買入手形 14,760 117,813

買入金銭債権 29,321 30,686

特定取引資産 23,954 38,696

金銭の信託 1,200 1,181

有価証券 ※２, ※４
 1,437,602

※２, ※４
 1,180,834

貸出金 ※１
 4,356,994

※１
 4,336,594

外国為替 4,244 3,590

その他資産 ※２
 57,081

※２
 45,231

有形固定資産 ※３
 83,151

※３
 82,971

無形固定資産 9,309 9,434

繰延税金資産 39,785 39,481

支払承諾見返 50,653 51,325

貸倒引当金 △43,909 △44,535

資産の部合計 6,204,820 6,077,011

負債の部

預金 5,218,116 5,174,435

譲渡性預金 197,122 134,763

コールマネー及び売渡手形 81,501 22,843

債券貸借取引受入担保金 44,417 38,728

特定取引負債 19,992 34,798

借用金 65,018 65,339

外国為替 95 255

社債 177,000 177,000

信託勘定借 67 98

その他負債 35,022 65,371

役員賞与引当金 － 48

退職給付引当金 87 82

役員退職慰労引当金 730 746

預金払戻損失引当金 767 767

ポイント制度引当金 95 84

再評価に係る繰延税金負債 18,454 18,454

支払承諾 50,653 51,325

負債の部合計 5,909,144 5,785,143

純資産の部

資本金 54,573 54,573

資本剰余金 30,646 30,646

利益剰余金 160,764 157,311

自己株式 △682 △671

株主資本合計 245,301 241,861

その他有価証券評価差額金 △3,686 △3,268

繰延ヘッジ損益 △346 △893

土地再評価差額金 23,995 23,995

為替換算調整勘定 △0 △0

評価・換算差額等合計 19,962 19,833

少数株主持分 30,412 30,172

純資産の部合計 295,675 291,867

負債及び純資産の部合計 6,204,820 6,077,011
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(2)【四半期連結損益計算書】
   【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

経常収益 38,402

資金運用収益 29,351

（うち貸出金利息） 22,238

（うち有価証券利息配当金） 6,401

信託報酬 30

役務取引等収益 6,540

特定取引収益 157

その他業務収益 1,065

その他経常収益 1,257

経常費用 28,911

資金調達費用 6,030

（うち預金利息） 4,080

役務取引等費用 2,122

その他業務費用 1,070

営業経費 15,878

その他経常費用 ※1
 3,808

経常利益 9,490

特別利益 0

特別損失 31

税金等調整前四半期純利益 9,458

法人税、住民税及び事業税 3,977

法人税等調整額 △394

少数株主利益 239

四半期純利益 5,636
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 9,458

減価償却費 1,087

減損損失 1

持分法による投資損益（△） 39

貸倒引当金の増加額 △625

役員賞与引当金の増加額 △48

退職給付引当金の増加額 5

役員退職慰労引当金の増加額 △15

ポイント制度引当金の増加額 11

資金運用収益 △29,351

資金調達費用 6,030

有価証券関係損益（△） △598

固定資産処分損益（△） 21

特定取引資産の純増（△）減 14,742

特定取引負債の純増減（△） △14,806

貸出金の純増（△）減 △20,399

預金の純増減（△） 43,681

譲渡性預金の純増減（△） 62,358

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△321

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △1,053

コールローン等の純増（△）減 104,418

コールマネー等の純増減（△） 58,658

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 5,689

外国為替（資産）の純増（△）減 △653

外国為替（負債）の純増減（△） △159

資金運用による収入 25,020

資金調達による支出 △5,404

その他 △33,592

小計 224,191

法人税等の支払額 △14,274

営業活動によるキャッシュ・フロー 209,916

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △363,381

有価証券の売却による収入 99,111

有価証券の償還による収入 13,529

金銭の信託の増加による支出 △20

金銭の信託の減少による収入 0

有形固定資産の取得による支出 △682

無形固定資産の取得による支出 △512

有形固定資産の売却による収入 5

無形固定資産の売却による収入 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △251,948

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金支払額 △2,102

自己株式の取得による支出 △26

自己株式の売却による収入 13

その他 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,114

現金及び現金同等物に係る換算差額 56

現金及び現金同等物の増加額 △44,089
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現金及び現金同等物の期首残高 183,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 139,200
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 リース取引に関する会計基準

　所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっておりましたが、「リース取引に

関する会計基準」(企業会計基準第13号平成19

年３月30日)及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号

同前)が平成20年４月１日以後開始する連結会

計年度から適用されることになったことに伴

い、当第１四半期連結会計期間から同会計基準

及び適用指針を適用しております。また、当該取

引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法を採用しております。

　これにより、従来の方法に比べ、「有形固定資

産」中のリース資産が ６百万円、「その他負

債」中のリース債務が ７百万円増加しており

ます。また、これによる四半期連結損益計算書に

与える影響は軽微であります。

　なお、リース取引開始日が平成20年４月１日前

に開始する連結会計年度に属する所有権移転外

ファイナンス・リース取引につきましては、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を

行っております。

　

　

　
【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

貸倒引当金の計上方法 　「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び

「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につき

ましては、平成20年３月期の予想損失率を適用し

て計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間
(平成20年６月30日)

前連結会計年度
(平成20年３月31日)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 4,286百万円

延滞債権額 80,520百万円

３ヵ月以上延滞債権額 6,614百万円

貸出条件緩和債権額 19,734百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 3,797百万円

延滞債権額 79,095百万円

３ヵ月以上延滞債権額 4,992百万円

貸出条件緩和債権額 21,840百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

※２　担保に供している資産

企業集団の事業の運営において重要なものである

ことから記載しております。

有価証券 241,669百万円

その他資産 11百万円

※２　担保に供している資産

 

 

有価証券 286,651百万円

その他資産 11百万円

※３　有形固定資産の減価償却累計額

　　                            　38,078百万円

※４　「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金

融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保

証債務の額は 44,428百万円であります。

※３　有形固定資産の減価償却累計額

　                            　　37,693百万円

※４　「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金

融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保

証債務の額は 44,321百万円であります。

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　その他経常費用には、貸倒引当金繰入額 2,170百万

円及び貸出金償却 1,229百万円を含んでおります。

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日)

現金預け金勘定 140,669百万円

その他預け金 △1,468百万円

現金及び現金同等物 139,200百万円
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(株主資本等関係)

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
(単位：千株)

当第１四半期連結会計期間末株式数

発行済株式

　普通株式 625,266

合計 625,266

自己株式

　普通株式 1,227

合計 1,227

　
２　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当ありません。

　
３　配当に関する事項
　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの
金額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 2,184 3.5平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

　

基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるものは、該当ありません。

　

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

連結会社は銀行業以外の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメントに占める割合が僅

少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。　
　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。　
　

【国際業務経常収益】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

金額(百万円)

Ⅰ　国際業務経常収益 4,309

Ⅱ　連結経常収益 38,402

Ⅲ　国際業務経常収益の連結経常収益に占める割合(％) 11.2

(注) １　一般企業の海外売上高に代えて、国際業務経常収益を記載しております。

２　国際業務経常収益は、国内での外貨建諸取引、円建貿易手形取引、円建対非居住者諸取引、特別国際金融取引勘

定における諸取引に係る経常収益（ただし、連結会社間の内部経常収益を除く。）であります。
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(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間

※１　企業集団の事業の運営において重要なものであることから記載しております。

※２　四半期連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載してお

ります。

　

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの(平成20年６月30日)

満期保有目的の債券で時価のあるものについては、該当ありません。

　

２　その他有価証券で時価のあるもの(平成20年６月30日)

　

取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

評価差額(百万円)

株式 110,487 142,548 32,061

債券 967,270 947,939 △19,331

　国債 826,411 808,301 △18,109

　地方債 49,098 48,517 △581

　社債 91,760 91,120 △640

その他 344,560 325,552 △19,007

合計 1,422,319 1,416,040 △6,278

(注)　四半期連結貸借対照表計上額は、当第１四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づく時価により計上し

たものであります。

　

　

(金銭の信託関係)

当第１四半期連結会計期間

　企業集団の事業の運営において重要なものであることから記載しております。

　

１　満期保有目的の金銭の信託(平成20年６月30日)

　
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

満期保有目的
の金銭の信託

1,129 1,129 ─

(注)　時価は、当第１四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づいております。

　

２　その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）(平成20年６月30日)

　

取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

評価差額(百万円)

その他の金銭の信託 71 71 ─

(注)　四半期連結貸借対照表計上額は、当第１四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づく時価により計上し

たものであります。

　

　

EDINET提出書類

株式会社広島銀行(E03585)

四半期報告書

24/29



(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間

企業集団の事業の運営において重要なものであることから記載しております。

　

(1) 金利関連取引(平成20年６月30日)

　

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

取引所
金利先物 ─ ─ ─

金利オプション ─ ─ ─

店頭

金利先渡契約 ─ ─ ─

金利スワップ 439,033 1,116 1,116

金利オプション ─ ─ ─

その他 90,966 △0 284

合計 ― 1,116 1,401

(注)　上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協会業種

別監査委員会報告第24号)等に基づき、ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いておりま

す。

　

(2) 通貨関連取引(平成20年６月30日)

　

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

取引所
通貨先物 ─ ─ ─

通貨オプション ─ ─ ─

店頭

通貨スワップ 2,895,504 8,442 8,442

為替予約 14,027 5 5

通貨オプション 25,082 ─ △24

その他 ─ ─ ─

合計 ― 8,447 8,423

(注)　上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協会業

種別監査委員会報告第25号)等に基づき、ヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債権債務

等に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の四半期連結貸借対照表表示に反映されているもの、又は当該外貨

建金銭債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いております。

　

(3) 株式関連取引(平成20年６月30日)

株式関連取引につきましては、該当ありません。

　

(4) 債券関連取引(平成20年６月30日)

債券関連取引につきましては、該当ありません。

　

(5) 商品関連取引(平成20年６月30日)

商品関連取引につきましては、該当ありません。
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(6) クレジットデリバティブ取引(平成20年６月30日)

　

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

店頭

クレジット・デフォルト・オ
プション

7,305 348 348

その他 12,000 △111 △111

合計 ― 237 237

(注)　上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　

　

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間
(平成20年６月30日)

前連結会計年度
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 円 425.11 419.37

　
(注) 　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当第１四半期連結会計期間
(平成20年６月30日)

前連結会計年度
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額

純資産の部の合計額 百万円 295,675 291,867

純資産の部の合計額から
控除する金額

百万円 30,412 30,172

　うち新株予約権 百万円 ─ ─

　うち少数株主持分 百万円 30,412 30,172

普通株式に係る四半期会
計期間末（年度末）の純
資産額

百万円 265,263 261,694

１株当たり純資産額の算
定に用いられた四半期会
計期間末（年度末）の普
通株式の数

千株 623,985 624,008
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２　１株当たり四半期純利益金額等

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益
金額

円 9.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 ─

　
(注) １　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額

四半期純利益 百万円 5,636

普通株主に帰属しない
金額

百万円 ─

普通株式に係る四半期
純利益

百万円 5,636

普通株式の期中平均株式
数

千株 623,995

　
２　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。

　

　

(重要な後発事象)

該当ありません。

　

　

　

２ 【その他】

該当事項なし
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月８日

株式会社広島銀行

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　小　松　原　　浩　平　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　濱　　田　　芳　　弘　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　髙　　山　　裕　　三　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社広島銀行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社広島銀行及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
※１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提出会

社が別途保管しております。

　２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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